
 

 

 

 

 6 月 10 日、11 日で、6 年生が修学旅行に行ってまいりま

した。 

 1 日目は鎌倉の散策。まずは大仏様の前で記念撮影です。目

の前に現れた『露座の大仏』の大きさに、「おぉ～」という感

嘆の声が聞こえてきました。大仏を出発すると各班の計画に沿

って散策が始まりました。ここから先は、コースも昼食もそれ

ぞれなので、時折偶然すれ違って、ちょっと嬉しくなったり、

他の班の動向が気になったり。チェックポイントを忘れてしま

った班もあったようですが、どの班も最後にはちゃんと八幡宮

に到着しました。 

 午前は曇り、午後になって晴れ間が出てきましたがそれほど

暑くはなく、散策にはぴったりの気候でした。そのせいか、集

合時刻ギリギリまで見学や買い物を楽しんでいたようです。 

 ホテルでは、豪華なバイキングの夕食、大きなお風呂などを

楽しみました。他のお客様も一緒に宿泊している中、マナーを

守る、という経験もとても大事な学習だったと思います。 

 ２日目の午前はキッザニア。たくさんのお仕事体験パビリオ

ンを、臨機応変にまわっていきます。これは絶対やりたい！と

計画したものを早めに予約しながら、体験時間を考えて自分た

ちの動きを計画していました。 

 最後は国会議事堂見学です。社会科の教科書で見た国会の建

物や中の様子、ニュースなどで見たことがある本会議場などを

見学しました。 

 歴史ある寺院を巡りながら、鎌倉の街を班で力を合わせて目

的地まで行く経験、公共のマナーについて考える経験、お仕事

の疑似体験、日本の政治の中心を見学する体験…どれも６年生

を成長させてくれる、充実した２日間だったのではないでしょ

うか。準備や送迎など、保護者の皆様には様々な面でご協力い

ただき、ありがとうございました。 
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 ６月２日は、JRC 登録式でした。代表委員のみなさんが

中心となって、進めてくれました。「JRC とは？」…

Junior Red Cross の略です。「児童生徒が赤十字の精神に

基づき、世界の平和と人類の福祉に貢献できるよう、日常

生活の中での実践活動を通じて、命と健康を大切に、地域

社会や世界のために奉仕し、世界の人々との友好親善の精

神を育成すること」を目的としています。（日本赤十字社 HP よ

り）まずは、代表委員さんより JRC についての説明、そし

てクイズがありました。みなさんがよく知っている赤い十

字の印、子どもたちは「病院のマーク」と答えた子が多かったけれど、この赤い十字の印が掲げて

あるところは、戦争や紛争があっても攻撃してはいけない、と決められている、そんな印なのだそ

うです。傷ついた人は敵も味方も関係ない、という強い気持ちが伝わりますね。クイズのあとは署

名、1 年生へのバッジの授与、「空は世界へ」（JRC の歌）と続きました。 

 JRC が掲げる「気づき、考え、実行する」という言葉、これは日常いろいろな場面で大切なこ

とですね。「気づき、考え、実行する」には、思いやりや勇気も必要です。でも、自分で気づき、

自分で考え、自分から実行すると、自分の中に温かい気持ちや自信が湧いてくるはずです。 

 また、6 月 15 日には、代表委員さんより、いじめ防止スローガンの発表がありました。今年の

スローガンは 「『笑える』より『嬉しい』を。本当の笑顔を増やそう、もりたっ子」 です。 

例えば、誰かをからかったり、失敗を見て笑ったりする

と、その場は「笑える」かもしれません。でも、笑われた人

の心はどうでしょう。きっと悲しくなったり、傷ついたりし

ます。一方で、友達に優しい言葉をかけたり、一緒に遊んだ

り、頑張ったことを認めたりするとどうでしょう。言われた

人も、言った人も、みんなが「嬉しい」気持ちになります。

そして、自然と本当の笑顔が生まれます。本当の笑顔でいっ

ぱいの毛里田小になっていくとよいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

JRC 登録式/いじめ防止スローガン発表 

  

＜校庭入り口の赤いコーンについて＞ 

先日、正面玄関に設置されている「PTAへの意見箱」に「校庭の入り口に赤いコーンが置かれているの

はなぜですか」という質問がありましたので、お答えいたします。 

下校時に、車でお迎えに来られる保護者の方が、たくさんいらっしゃいます。下校する子どもたちと車

が交錯して大変危険なので、門から出る児童の安全のためにコーンを置き、内側を歩くように伝えていま

す。もう一つは、校庭に車が入らないようにするためです。校庭に駐車することで車の轍（わだち）がで

きてしまい、校庭で遊んだり体育をしたりする子どもたちがつまずいて、大変危険です。校庭への乗り入

れは、大きな行事の時のみとさせていただき、通常のお迎えの時には校庭を使用しないということで、コ

ーンを設置しています。 

「PTAへの意見箱」は PTAの活動に対して、ご意見やご感想などをいただける場として活用したいと

考えております。よろしくお願いいたします。 


